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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月22日(2014.12.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　８ビットのデータを送信する場合、８Ｂ１０Ｂ変換後に１０ビットのデータとなる。こ
の１０ビットのデータが１ビット誤りを起こす可能性は１０パターンある。図２Ａ～図２
Ｈは、１０パターンの誤りに対応して、８Ｂ１０Ｂ逆変換した受信データを示す。図中、
左側の列のＤ００．０～Ｄ３１．７は、８Ｂ１０Ｂ変換前の送信データを示し、１ｂｉｔ
は・・・１０ｂｉｔは、エラーが発生した先頭からのビットの位置を示す。データをＤｘ
ｘ．ｙとすると、ｘｘは０～３１の下位５ビットに対応し、ｙは０～７の上位３ビットに
対応する。例えば、図２Ａにおいて、送信データのＤ００．０を８ビットから１０ビット
に変換したとき、先頭の１ビット目にエラーが発生した場合は、Ｄ００．２の受信データ
に変換される。また、送信データＤ００．０を８ビットから１０ビットに変換したとき、
先頭から３ビット目にエラーが発生した場合は、変換テーブルに対応するデータが存在し
ていないためにNot In Table（ＮＩＴ）エラーとなる。図２Ａ～図２Ｈを見ると、図２Ａ
、図２Ｄ、図２Ｅ、図２Ｈは、６ｂｉｔ～１０ｂｉｔ（下位５ビット）は全てNot In Tab
le（ＮＩＴ）になることが分かる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　図５（ａ）に示すように、ＡＣＫ用応答パケット２００ａは、Ｋ２８．０からなるスタ
ートパケット２１０と、複数（例えば、３つ）の応答情報２２０ａとから構成されている
。応答情報２２０ａは、上位３ビットの肯定応答（ＡＣＫ）２２１ａと、レーン３１、３
２及び送信パケット１００を特定するための下位５ビットのシーケンスＩＤ２２２とから
構成されている。ＡＣＫ用応答パケット２００ａの応答情報２２０ａには、それを第１の
送受信装置２に伝送した際に伝送による１ビット誤りが発生した場合でも、ＡＣＫ（肯定
応答）とＮＡＫ（否定応答）とを区別可能な符号、例えばＤｘｘ．０を用いる。第２の送
受信装置４は、応答情報２２０ａを３回送信することになる。なお、ＡＣＫ用応答パケッ
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ト２００ａを構成する応答情報２２０ａの数は、３つに限られない。また、スタートパケ
ット２１０は、Ｋ２８．０以外の符号を用いてもよい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　応答パケット生成部４６が応答情報２２０ａとしてＤｘｘ．０を送信した場合、第１の
送受信装置２は、図３に示すように、１ビットのエラーによりＤｘｘ．０、Ｄｘｘ．１、
Ｄｘｘ．２、Ｄｘｘ．５、Ｄｘｘ．６を受信する可能性がある。したがって、エラー検出
部２３１が、Ｄｘｘ．０及びＤｘｘ．３以外のＤｘｘ．１、Ｄｘｘ．２、Ｄｘｘ．５、Ｄ
ｘｘ．６を検出した場合、エラー訂正部２３２は、Ｄｘｘ．１、Ｄｘｘ．２、Ｄｘｘ．５
、Ｄｘｘ．６をＤｘｘ．０に訂正する。応答パケット生成部４６が応答情報２２０ｂとし
てＤｘｘ．３を送信した場合、第１の送受信装置２は、図３に示すように、１ビットのエ
ラーによりＤｘｘ．３、Ｄｘｘ．４、Ｄｘｘ．７を受信する可能性がある。したがって、
エラー検出部２３１が、応答情報２２０ｂとしてＤｘｘ．０及びＤｘｘ．３以外のＤｘｘ
．４、Ｄｘｘ．７を検出した場合、エラー訂正部２３２は、Ｄｘｘ．４，Ｄｘｘ．７をＤ
ｘｘ．３に訂正する。また、エラー検出部２３１がＮＩＴエラーを検出した場合、エラー
訂正部２３２は、応答パケット２００ａ、２００ｂを破棄する。したがって、Ｎ回全てが
ＮＩＴエラーでない限り、第１の送受信装置２は、ＡＣＫ／ＮＡＫを正しく受信できるこ
とになる。
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